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午前９時２４分開会 

○委員長（岡本 昭治） それでは、皆さん、おはよ

うございます。 

 定刻より大分早いというか、時間なんですけども、

皆さんおそろいなので、ただいまより防災対策調査

特別委員会を開催させていただきます。 

 まず、本日の委員会に欠席のありましたのは、西

田委員が欠席されるという申出がありますので、ご

承知おきください。 

 それでは、改めまして、おはようございます。 

 本年、委員長を務めさせていただきます岡本昭治

といいます。よろしくお願いいたします。 

 市民の安全・安心のためには、防災ですね、減災

が大事かなというように思っておりますので、その

点を中心に、皆さんのご協力得ながら進めさせてい

ただきたいと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 それでは、自己紹介をまずさせていただきます。 

 協議に入ります前に、今回の役員改選後、初めて

の委員会であります。ここで出席の皆さんに自己紹

介をいただきたいと思います。 

 まず、正副委員長、各委員、それから当局職員、

最後に事務局という順でお願いいたします。 

 それでは、改めましてですけども、委員長の岡本

昭治といいます。よろしくお願いいたします。 

○委員（松井 正志） 副委員長を務めます松井正志

です。よろしくお願いします。 

○委員（村岡 峰男） 村岡です。どうぞよろしくお

願いします。 

○委員（森垣 康平） 森垣康平と申します。よろし

くお願いします。 

○委員（田中藤一郎） 田中藤一郎です。防災は実は

初めてですので、どうぞよろしくお願いします。 

○委員（清水  寛） おはようございます。清水で

す。どうぞよろしくお願いします。 

○委員長（岡本 昭治） それでは、当局のほうから

よろしくお願いいたします。 

○防災監（宮田  索） 防災監の宮田索です。どう

ぞよろしくお願いします。 

○防災課長（原田 泰三） おはようございます。防

災課長をしております原田泰三と申します。よろし

くお願いいたします。 

○健康福祉部長（原田 政彦） 原田、２人おります

が、私は健康福祉部長の原田です。どうぞよろしく

お願いします。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 健康増進課長の宮本

と申します。よろしくお願いします。 

○健康増進課新型コロナワクチン接種推進室長（米田

 紀子） 失礼します。健康増進課参事、新型コロ

ナワクチン接種推進室長をしております米田と申

します。よろしくお願いします。 

○健康増進課参事（村尾 恵美） おはようございま

す。健康増進課参事、村尾と申します。よろしくお

願いいたします。 

○コウノトリ共生部長（川端 啓介） コウノトリ共

生部長の川端と申します。よろしくお願いをいたし

ます。 

○農林水産課長（柳沢 和男） おはようございます。

農林水産課長の柳沢です。どうぞよろしくお願いい

たします。 

○農林水産課参事（井垣 敬司） おはようございま

す。農林水産課参事の井垣と申します。よろしくお

願いします。 

○建設課参事（北村 省二） おはようございます。

建設課参事の北村と申します。よろしくお願いしま

す。 

○城崎振興局長（植田 教夫） おはようございます。

城崎振興局長の植田と申します。どうぞよろしくお

願いいたします。 

○城崎振興局地域振興課長（谷垣 一哉） おはよう

ございます。城崎振興局地域振興課長の谷垣と申し

ます。よろしくお願いします。 

○竹野振興局長（瀧下 貴也） 竹野振興局長、瀧下

でございます。よろしくお願いします。 

○竹野振興局地域振興課参事（山根 哲也） おはよ

うございます。竹野振興局地域振興課参事の山根と

申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

○日高振興局長（小谷 士郎） 日高振興局長の小谷
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士郎といいます。 

 なお、担当課長につきましては、交通網問題対策

等調査特別委員会のほうに出席をしておりますの

で、日高振興局から１人ということですけど、どう

ぞよろしくお願いします。 

○出石振興局長（村上 忠夫） 出石振興局長の村上

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

○出石振興局地域振興課長（今井 謙二） 出石振興

局地域振興課長の今井です。よろしくお願いします。 

○但東振興局長（羽尻 泰広） おはようございます。

但東振興局長の羽尻と申します。よろしくお願いし

ます。 

○但東振興局地域振興課長（大石 英明） 但東振興

局地域振興課長、大石と申します。よろしくお願い

いたします。 

○上下水道部長（河本 行正） 上下水道部の上下水

道部長、河本行正といいます。どうぞよろしくお願

いいたします。 

○下水道課長（榎本 啓一） 下水道課長の榎本と申

します。どうぞよろしくお願いします。 

○下水道課参事（堀田 政司） おはようございます。

下水道課参事兼係長をしてます堀田といいます。よ

ろしくお願いします。 

○消防長（吉谷 洋司） おはようございます。消防

長の吉谷洋司です。どうぞよろしくお願いします。 

○消防本部参事（金納 広行） 消防本部参事、金納

です。よろしくお願いします。 

○消防本部参事（中地  修） おはようございます。

消防本部参事、中地と申します。どうぞよろしくお

願いいたします。 

○事務局主査（伊藤八千代） おはようございます。

事務局の伊藤です。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（岡本 昭治） それでは、紹介は全て終わ

りました。 

 それでは、４番の協議事項に入らせていただきま

す。 

 席次の指定についてということで、席次をご確認

をいただきたいと思います。 

 正副の委員長の席は決まっておりますが、各委員

の席について、今お座りのところでよろしいでしょ

うか。ご意見があれば、お聞かせください。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） ありませんという意見があ

りましたので、そのように決定いたします。今お座

りのところで、そのように決定いたしますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 それでは、（２）の委員会所管事項について、添

付しております事務概要の中で説明をお願いした

いと思います。 

 ４月に行われました各委員会での事務概要、また、

今回新たに加わった事務概要の本委員会が該当す

るものについて、その進捗状況を説明いただきます。 

 当局から一通りの説明を受けた後、各委員から質

疑をお願いいたします。 

 なお、現在、常任委員会、特別委員会の会議録を

市議会ホームページで公開しています。つきまして

は、委員の皆さん、当局の皆さんにおかれましては、

次の２つの点についてご留意をお願いいたします。

１つ目は、数字や年月日について、言い間違いのな

いように正確にお願いいたします。２つ目は、個人

情報や未確定事項などについて不適切な発言がな

いよう、慎重を期してください。以上、お願いいた

します。 

 それでは、説明をお願いいたします。 

 政策調整部防災課長。 

○防災課長（原田 泰三） ５ページをご覧ください。

防災マップの更新とマイ避難カードの普及啓発に

ついて説明させていただきます。 

 現況と課題でございます。市民が災害時にご自身

だったり、ご家族だったりの大切な命を守るために、

逃げどきっていうのをしっかり認識していただか

なくてはならないということがございます。また、

その逃げどきを考える上で、自身が置かれてる災害

リスクを正しく把握しないといけないというよう

なことが重要になってまいります。市では、２０１

６年に防災マップを作成したんですけども、その後、

２０２０年度に兵庫県が県の管理河川の浸水想定
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を見直したこと、それからあと、市内全域で土砂災

害の特別警戒区域の指定を完了されたっていうよ

うなことがありまして、このほど、これらの最新デ

ータを反映した防災マップを作成するものでござ

います。 

 基本方針でございます。このマップは行政区別と

いうことで、非常に縮尺を見やすくして、全戸配布

をさせていただくということがございます。 

 それから、防災マップの啓発の方法につきまして

は、そちらに記載のとおり、地域コミュニティと、

それから市、それから、国交省さんなんかも共同で

実施しております防災ワークショップっていうの

が年に三、四地区ぐらい開催をするっていうような

ことがあるんですけども、そういった機会だったり、

それから、出前講座なんかを広く活用しまして、啓

発を進めてまいりたいと思います。もう既に８月に

三方地区、それから、１１月１４日に八条、それか

ら、今後、２月頃になると思うんですが、合橋のほ

うでも実施するというようなことがございます。こ

れに併せて出前講座を併用して、啓発をしていくっ

ていうようなことになります。 

 その啓発に当たって、防災マップの説明だけして

ても、なかなかリアルな感じがしないので、そうい

ったものを正しく把握いただくときの逃げどき、そ

れから逃げ先、で、誰と避難するのかっていうよう

なことも含めて、防災マップの啓発については必ず

マイ避難カードというのを活用するということに

してございます。 

 このマイ避難カードの特徴なんですけども、防災

マップで自宅のリスクを確認した上で、いつどこに、

どのようにして、何を持ってとか、そういった誰と

っていうようなことにつきまして、１つの考え方で

はなくて、このタイミングだったら、ここに逃げる

とか、このタイミングを逃したら、この手段で行く。

最後の手段といいましょうか、命を守るための本当

に最終手段として、最悪の行動になるかもしれない

けども、何とかこれで生き延びるというようなこと

で、３つほど選択肢を記入いただくようなカードに

なっておりますので、非常によくあります避難場所

へという固定観念ではなくてっていうような、分散

避難だったりにも役立つようなツールになってご

ざいます。 

 それから、進捗状況でございます。現在、各行政

区の防災マップ、どうしても前回のデータから変わ

ってたり、施設の名称が変わってたり、ランドマー

クとしてこういった施設もぜひ表示してくれって

いうようなこともございます。そういったことを各

区、町内会の役員さん方とやり取りをしてございま

す。振興局のご意見なんかもいただきながら、その

データ、なるだけ区民の皆さんが扱いやすい、なじ

みやすいようなマップに反映したいというように

考えておりまして、今、その作業をしてるというよ

うな状況でございまして、配布のタイミングという

のもあります。真冬に配るよりは、やはり来年の出

水期を前に配るというようなやっぱり狙いもござ

いますので、配布としてはそういった形で考えてお

ります。 

 それでは、なかなか早く情報を知りたいわってい

うようなニーズにも応えられませんので、ウェブ版

の防災マップにつきましては、１、２月頃にはホー

ムページで見られるようにしたいなと考えており

ます。 

 なお、配布する、全戸配布する防災マップなんで

すけども、Ａ３サイズで、表面には計画規模の雨に

よって堤防が決壊した場合の浸水想定区域、それか

ら避難場所、それから、土砂災害特別警戒区域等を

表示したマップでございます、縮尺の大きいもの。

それから、裏面には、避難行動の必要、そもそもそ

ういった行動が必要かどうかっていうようなこと

を選んでいけるような判定フローみたいなものを

つけたりとか、あと、避難に関していろんな制度が

変わってきておりますので、重要な用語解説なんか

も掲載をする予定にしております。 

 なお、防災マップやマイ避難カードにつきまして

は、先ほど申し上げましたように、これからもしっ

かりと出前講座、それから地域のワークショップ、

それからあと、市民の総参加訓練等々、いろんな機

会を活用して啓発をし、ホームページにも掲載をし
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っていうようなことで、地区の会館にも貼ってもら

いみたいな形で進めていきたいなというふうに考

えております。 

 ちょっと雑多な説明になりましたけども、防災課

からは以上でございます。 

○委員長（岡本 昭治） ありがとうございました。 

 それでは、続きまして、健康福祉部新型コロナワ

クチン接種推進室のほうからお願いします。 

○健康増進課新型コロナワクチン接種推進室長（米田

 紀子） それでは、コロナワクチン接種の推進に

つきましてご説明申し上げます。 

 ６ページをお願いいたします。新型コロナウイル

ス感染症に係るワクチンにつきましては、国、県及

び市が協力し合って、１回目、２回目の円滑な接種

に取り組んでまいりました。追加接種であります３

回目接種につきましても、内容が決定次第、円滑な

実施ができますよう、実施体制の構築を進めておく

必要がございます。 

 ５月８日から医療従事者に続きまして、高齢者の

優先接種が始まり、この１１月末で１２歳以上の対

象者の希望者に対する２回の接種を終了いたしま

す。 

 今後ですけれども、いろいろな事情で打てなかっ

た方、それから、対象年齢であります満１２歳にな

る方につきまして、接種の機会を設けていくことと

しております。 

 ３回目接種につきましては、国の方針に沿い、実

施体制を構築し、１月から順次接種を進めていくこ

ととしております。 

 進捗状況でございます。そこに接種率を１１月８

日現在のものを上げております。（１）は、１２歳

以上の対象者に対する割合でございまして、（２）

では、市民全体、人口比を表しております。人口比

で１回目は８０．５％、２回目を接種された方は７

５．９％に上がっております。１１月末まで２回目

接種を進めておりますので、この２回目の接種率も

もう少し上がってくるものと考えております。 

 次、７ページをお願いします。今後の接種日程で

ございます。先ほど申し上げましたように、未接種

の方、それから１２歳になる方に対しまして、この

表のとおりの日程で会場を設けております。 

 続きまして、追加接種、３回目接種でございます。

一昨日、１７日に厚生労働省の自治体に対する説明

会が開かれまして、現時点での概要が示されたとこ

ろです。概要といたしましては、２回目接種が完了

した対象者のうち、まずは１８歳以上に３回目接種

として１回接種を行うということにされました。接

種の間隔につきましては、２回目接種完了の日から

８か月以上置くこととされました。この方針に従い

まして、市のスケジュールでございますが、２０２

１年３月から５月に２回目接種が終了しています

医療従事者について、１１月下旬に接種券を送らせ

ていただきまして、１月に接種の予定で進めており

ます。続く高齢者の方につきましては、２月の予定

で今、準備を進めているところでございます。以上

です。 

○委員長（岡本 昭治） ありがとうございました。 

 それでは、引き続いて、都市整備部建設課の北村、

どうぞ。 

○建設課参事（北村 省二） 建設課からは、雪害対

策事業、円山水系河川整備事業の２件についてご説

明をさせていただきます。 

 ８ページをご覧ください。雪害対策事業の推進で

ございます。現況と課題ですが、冬期の交通確保と

して、車道約６３１キロメートル、歩道約１１４キ

ロメートルの市道等を１８１台の車両により除雪

作業を行っております。しかし、除雪機械等の老朽

化や受託者所有機械の更新が進まない状況にある

とともに、作業員の高齢化により除雪委託業者の確

保が困難な状況になっております。また、消雪施設

等の老朽化にも対応しなければならない状況にご

ざいます。 

 進捗状況ですが、１番の除雪対策、（１）の除雪

機械の更新では、ア、日高地域では４トン級除雪ド

ーザの増強を行います。１０月２９日に検査を行い、

１２月１日から配備し、除雪作業に当たります。イ

の城崎地域では、２トン除雪トラック１台の更新を

行います。１月末配備予定です。納車が間に合わな
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い場合につきましては、予備車にて対応をいたしま

す。 

 （２）の消雪施設の更新では、ア、市道一の湯松

崎線ほか消雪施設修繕工事は、現在施工中で、１２

月中旬完成予定です。市道湯島桃島線消雪施設修繕

工事においても施工中で、３月中旬完成予定です。

完成までに降雪があれば、除雪車による除雪対応を

いたします。イ、消雪揚水ポンプ更新工事は、ポン

プ１基を購入し、設置するもので、１２月中旬完成

予定です。ウ、市道大篠岡駄坂線消雪施設修繕工事

においても施工中で、１２月中旬完成予定です。エ、

市道上町賀島公園線ほか消雪ノズル交換は、散水ノ

ズル３１か所の交換を行うもので、７月５日に完成

をしております。アの湯島桃島線以外の工事につき

ましては、現地での修繕は終了をしております。現

在、設計変更などの精算事務を行っておるところで

ございます。 

 続きまして、９ページをご覧ください。円山川水

系河川整備事業の推進についてご説明いたします。

建設課の国県事業推進室では、国、県が施行する事

業の地元調整を行っております。２０１３年度から

円山川水系河川整備計画を基に、河川整備事業が実

施されております。また、治水安全上のため、国と

県及び市が連携して、住民の意見を尊重しながら、

事業の推進を図ってまいります。 

 進捗状況です。国は円山川水系河川整備計画を策

定し、無堤防地区の解消や遊水地の整備を実施され

ております。（１）の無堤防地区の解消では、瀬戸・

津居山地区では整備案の検討が継続して行われて

おります。ひのそ他地区では、パラペット樋門上屋

設置、来日橋架け替え工事が実施されております。

また、取り合い道路につきましては、年度内に発注

予定と聞いております。鶴岡・日置地区の日置地区

では、向い日置橋の下部工事として、左岸側は現在

施工中です。また、右岸側につきましても、発注予

定と聞いております。鶴岡地区では、用地買収に向

け、関係地権者と交渉中です。日高地区では、築堤

工事の実施に向け、関係地権者との協議を継続して

実施されております。 

 （２）の中郷遊水地の整備では、下池においては、

掘削、築堤工事が実施されております。上池につい

ても、用地買収を継続して実施されております。掘

削、築堤工事も併せて実施をされております。 

 （３）の堤防のり尻補強では、円山川、奈佐川、

出石川で堤防裏のり尻補強工事を実施されており

ます。出石川については、既に完成をしております。 

 １０ページをご覧ください。要望活動では、新型

コロナウイルス第四波、第五波による緊急事態宣言

が発令され、要望活動にも支障を来しているとこで

ございます。近畿直轄河川治水期成同盟会連合会で、

国交省、財務省に１１月８日、９日において要望活

動が実施されました。そのほかとして、国土交通省

は水災害リスクの増大に備えるため、全国の一級河

川において河川管理者だけでなく、あらゆる関係者

による流域治水へと転換する方針を打ち出されま

した。円山川水系でも円山川流域治水協議会を立ち

上げ、流域全体で緊急的に実施する流域治水プロジ

ェクトを３月の３０日に公表されております。 

 １１ページから１４ページには参考資料を添付

しておりますので、ご清覧ください。 

 以上で建設課の説明を終わります。 

○委員長（岡本 昭治） ありがとうございました。 

 続きまして、上下水道部下水道課のほうからお願

いします。はい、どうぞ。 

○下水道課係長（堀田 政司） 事業概要について説

明をいたします。 

 １５ページをご覧ください。雨水整備事業です。

現況と課題についてですが、雨水整備につきまして

は、現在、雨水幹線３９．４キロメートルの計画に

対し、約１５キロメートルの整備を終えています。

整備率は約３８％となっております。今後もさらに

水に強いまちづくりに向けた取組を推進してまい

ります。 

 ２１年度の事業概要ですが、事業箇所は福田排水

区です。こちらは、福田地内の内水対策事業として

雨水幹線の整備を行うものです。２０２０年度から

幹線整備工事に着手しており、総延長約１，０００

メートルの整備を約３年間で行うこととしており
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ます。２１年度につきましては、約２２８メートル

を施工することとしており、年内発注に向けて準備

を行っているところです。 

 次に、１６ページをご覧ください。１６ページに

は、下水道課の説明資料としまして、福田排水区の

整備の位置図を添付しております。真ん中ぐらいに

色がついている箇所が、福田排水区で整備するとこ

ろです。緑色の箇所につきましては、２０２０年度

に事業を行っているところです。今年度、２０２１

年度事業を行うところが赤色の区間です。次年度に

施工する部分が青色の場所ということで、資料をつ

けておりますので、ご清覧ください。この中で一部、

２０２１年度工事予定で春に説明したところが、若

干入替えをさせていただいてます。これは、地元と

の協議によりまして、施工場所を変更させていただ

きましたので、改めてお知らせをしておきます。 

 下水道課からは以上です。 

○委員長（岡本 昭治） ありがとうございました。 

 それでは、説明のほうは一応完了いたしました。

説明に対する質問等がありましたら、委員のほうか

らお願いをしたいと思います。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 今、最後の説明の福田の内水

対策ですが、先般の新聞で、談合云々で工事が延び

てるわけですが、それは、工事の進捗上、どういう

影響が出るのかなと。それだけ聞かせてください。

談合そのものについてはここの担当じゃなかろう

から、この進捗状況だけ、影響。 

○委員長（岡本 昭治） 榎本課長。はい、どうぞ。 

○下水道課長（榎本 啓一） １１月４日に行われま

した福田雨水幹線転倒ゲート設置工事に関する質

問だと思うんですけども、入札前に、新聞報道であ

りましたように、談合が疑われる情報が認知された

ことによって、入札を延期したいうことで、この入

札は今度、１２月１日に行われると聞いております。

影響につきましては、製作に大体約３か月程度、こ

のゲートはかかるもので、何とか春までには、１２

月１日に入札が行われるということで、間に合うん

かなと思っております。以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） そうすると、春までにそのゲ

ートは完成するということであるなら、この談合

云々で工事が遅延して、影響が出るっていうことは

あんまりないということでいいですね。 

○委員長（岡本 昭治） 榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） はい、そのように考え

ております。 

○委員（村岡 峰男） いいです。 

○委員長（岡本 昭治） よろしいですか。 

 そのほかございませんでしょうか。 

 松井委員。 

○委員（松井 正志） 今の図面見とって、現場も分

かってるんですけども、歩いたことがないんですけ

れども、勾配っていうのはどのぐらいあるんですか

ね。自然流下というんか、一定の速度というのは保

たれるような勾配があるんですかね。 

○委員長（岡本 昭治） 堀田参事。 

○下水道課参事（堀田 政司） 勾配につきましては、

もうほとんどないようなところです。ただ、自然流

下では流れるようにはなってますけども、０．５％

の勾配ということですんで、もうほとんど勾配が取

れてないというような状況です。 

○委員長（岡本 昭治） 松井委員。 

○委員（松井 正志） 勾配が取れてないということ

は、せっかく整備しても、大水というんか、降雨が

多いときにはあふれてしまって、流れないというよ

うな状況になる可能性が高いということですか。 

○委員長（岡本 昭治） はい、堀田参事、どうぞ。 

○下水道課参事（堀田 政司） 下流では今、建設課

のほうで排水ポンプを設置される工事をされてま

すので、大水の降雨の量にもよりますけども、基本

的には下流ではいてもらえるというふうに思って

おります。 

○委員長（岡本 昭治） 河本部長。 

○上下水道部長（河本 行正） ちょっとニュアンス

的に勾配が取れてないっていうようなことだった

んですが、勾配は取れてます。ただ、非常に、普通

勾配が取れれば、断面積が水路のほうは小さくなる
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んですけども、地形上、大きく勾配が取れないので、

そこの地形に合わせて断面のほうで確保して、適正

な流量を処理すると、そういう設計になっておりま

す。以上です。 

○委員長（岡本 昭治） よろしいですか。 

○委員（松井 正志） いいです、分かりましたので。 

○委員長（岡本 昭治） そのほか。 

 清水委員。 

○委員（清水  寛） 防災課のほうに……。防災マ

ップやマイ避難カードということで、全戸配布とい

うような話をお伺いして、その部分に関してはいい

のだろうとは思うんですけども、ただ、受け取る市

民の方からすれば、やはりすごい危機感を持ってる

ところとそうじゃないところっていうのがあるの

かなというふうにも思います。そういう意味では、

例えばレッドゾーンに当たるような地域の方とか、

そういう方を優先にするとか、また昨日、建築住宅

課のほうでもあったんですけども、いわゆるレッド

ゾーンに対しての支援事業、補助金の、何ですかね、

住宅土砂災害対策の防護壁とか、いろいろと支援事

業があるんですけど、その辺は実は申請者がゼロと

いうような報告もありました。そういうところも併

せて、そういう方にお知らせするというようなこと

があってもいいのかなと思うんですけど、その点に

ついてどのようにお考えでしょうか。 

○委員長（岡本 昭治） 原田課長。 

○防災課長（原田 泰三） ご指摘のようなことは考

えられます。通常の出前講座なんかでは、やはり地

域の中でも比較的安全なエリアに住んでらっしゃ

る方もおれば、先日も西本区で出前講座してたんで

すけど、西本区なんかは山の上に住んでて、めちゃ

くちゃ安全だという方と、山の下に住んでおられて、

台風２３号でも道路冠水して、浸水で大変だったっ

ていうようなところがございます。ですので、そこ

を特定して、その方々にっていうわけではないんで

すけども、そういった地域が地域の中でさえあるぞ

というようなことから入っていって、やはりそのめ

り張りをつけた啓発をしないといけないという認

識でおります。ですので、そういった特に川沿いの

方、それから山沿いの方っていうのは、逃げ方とか

具体的にこういったような方法で私たちは推奨し

ておりますというようなことをしっかりお伝えを

させていただいてというふうに考えておりますし、

これまでも実戦してまいりました。 

 それからあと、今、委員が言われました支援メニ

ューなんかもそうなんですが、実は私たち、必ず水

害のことも言いますけども、最後に地震なんかも取

組のことも説明して、例えばそこでは住宅の我が家

の耐震診断の補助事業だったりとか、寝室だったり、

ベッドだったりとか、そういった耐震化なんかの補

助事業だったりもありますよというようなことを

ご説明をさせていただいております。ですので、今、

委員おっしゃられましたようなやり方で、こういっ

た土砂災害の危険なエリア、いわゆる特別警戒区域

に近いような方というのは、こういった補助事業が

あるよというようなことも併せて啓発して、少しで

も興味を持ってくださるようにといいましょうか、

考えていきたいなというふうに考えております。以

上でございます。 

○委員長（岡本 昭治） 清水委員。 

○委員（清水  寛） しっかりとそういう意味では

普及をしていただけるっていうのはいいことだな

と思いますし、また、本当に簡易なパンフレット、

それこそ防災課バージョンのものでいいと思うん

ですけども、それの一覧で分かりやすくしたものと

いうのがあってもいいのかなというふうに思いま

す。その辺もしっかり取組として考えていただけた

らと思います。これは要望ということで、はい、よ

ろしくお願いします。以上です。 

○委員長（岡本 昭治） そのほかのご質問あります

でしょうか。なかったらいいんですけど。 

 はい。 

○委員（松井 正志） 実は防災対策特別委員会、僕

は、さっき初めてっていう方があったんですけど、

僕も久しぶりなんで、ちょっといろんなことを教え

てほしいんですけども、ワクチンの関係で、いよい

よ３回目に向けて準備をされてて、３回目に向けて

も国のほうの方針が６か月だとか８か月だとか、い
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ろんな迷走もあったんですし、それから、接種の方

法については、１回目、２回目の教訓踏まえて、恐

らく十分な対策を講じてやられるんだろうと思う

んですけども、その中でもワクチンの接種記録が消

えてしまうような問題だとか、それから、転出者へ

のフォローが非常に難しいであるとか、いろんな課

題があると思うんですけども、３回目の接種に向け

ての基本的な準備というのか、どういうことを注意

しながらやっておられるか。そういうことをもしお

考えがまとまってれば、教えていただきたいなと思

います。 

○委員長（岡本 昭治） 米田室長。 

○健康増進課新型コロナワクチン接種推進室長（米田

 紀子） いわゆる会場設営とか接種の体制につき

ましては、５月から進めてまいりましたので、いろ

いろ改善すべきところは改善し、高齢者の方々にご

迷惑をおかけした、一番最初にご迷惑をおかけした

予約状況の混雑とかに関しましては、３回目接種に

つきましては十分な体制を取って臨みたいと考え

ております。 

 今おっしゃった記録の紛失ですとか、転出入に係

るいろいろな様々なことがございます。個別でいろ

んな方がございますので、その都度、丁寧には対応

させていただいております。 

 今、一番多いのが、ワクチンの１、２回の接種済

証を会場でお渡ししたものをなくしたっていう方

が今は大変多うございます。その方がいざお店に行

かれるとか、旅行に行かれるときに、ないんだけど

とか、いつもらったかなということをおっしゃって

る方が多うございますので、その方には再発行でき

ますよということでホームページ等でも周知して

おりますし、問合せには対応して、ちょっと時間が

かかるんですけれども、再発行を取らせていただい

ております。 

 国のほうは、１２月にはマイナンバーカードを使

ってアプリで接種証明が手元で見れるっていうも

のを今、構築中でございまして、そこが入ってきた

ら、電子で手元で見れる証明、それから、紙の証明

と併せて接種済証明の利用が進んでいくんではな

いかなと思っております。以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 松井委員。 

○委員（松井 正志） ３回目というのは、接種券が

到着してからがスタートということだと思うんで

すけども、その後の手続というのは、１回目、２回

目と同じように、直接電話で申し込むような方法で

あるとか、ホームページから申し込む方法とか、そ

ういうようなやり方としては一緒な方法なんでし

ょうか。 

○委員長（岡本 昭治） 米田室長。 

○健康増進課新型コロナワクチン接種推進室長（米田

 紀子） 今考えてございますのが、高齢者の方に

つきましては、ちょっとこちらで割り当てることを

考えております。接種券の送付時に、できたら割り

当てた日にち、時間を書いてお配りすることができ

たらと思っております。ですので、変更と受けられ

ない方は連絡をいただくというような方法を今考

えてる最中です。 

○委員長（岡本 昭治） 松井委員。 

○委員（松井 正志） いや、今の方法はいいという

んか、いろんな１回目、２回目の反省と教訓と、ほ

かの自治体の事例を十分参考されてやられると思

いますんで、ぜひ一番いい方法を取っていただくよ

うによろしくお願いします。 

○委員長（岡本 昭治） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 今のワクチンの関係で、この

基本方針と今後の接種日程の関係で、基本方針の中

には、１１月末で対象者の希望者に対する２回目の

接種を終了すると、終了すると書いてあるんですね。

ところが、今後の日程には、１２月や、あるいは１

月に１回目というのがあるんですけども、この今後

の日程のほうのこの人たちっていうのは、希望者で

はない。希望者は１１月で終了するんだから、希望

者でない人に受けて待ってますよという日程です

か。 

 それと、ついでに、僕は全く分からんもんで、変

なこと聞きますけども、使用ワクチンの一番上に武

田／モデルナ社ってありますね。この武田というの

は、武田製薬のことか。 
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○委員長（岡本 昭治） 米田室長。 

○健康増進課新型コロナワクチン接種推進室長（米田

 紀子） まず、武田／モデルナ社っていうのは、

はい、武田製薬のことでございます。 

 それから、基本方針と今後の接種日程との絡みで

ございます。１１月末で終了しますというのは、う

ちが当初計画しておりました計画日程でございま

す。で、１回目から３週間後、モデルナにつきまし

ては４週間後の日程でございますので、その日程で

１１月で終わるように組んでまいりました。ところ

がですが、１回目は受けたんだけども、２回目にど

うしても入院してしまったとか、コロナに感染して

しまったとか、もうどうしても仕事の都合で受けら

れない。そういう方のために、２回目難民といいま

すか、２回目が受けれるのが困難な方に対しての日

程を１１月で終わりますって言ってしまうと、その

方たち、受けれませんので、このような日程を設け

て対処していくということでございます。以上でご

ざいます。 

○委員長（岡本 昭治） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） じゃあ、いろんな事情があっ

て受けてない人に、市としては、そういう日程も設

けて、ちゃんと準備しますよと、受けてますよとい

うことなわけですね。はい、分かりました。 

○委員長（岡本 昭治） よろしいでしょうか。 

○委員（村岡 峰男） はい。 

○委員長（岡本 昭治） それでは、質問がないよう

ですので、次に行かせていただきます。 

 （３）の個別課題について、災害復旧の進捗状況

をコウノトリ共生部農林水産課よりご説明いただ

きます。 

 はい、どうぞ。 

○農林水産課参事（井垣 敬司） 災害復旧事業の進

捗状況をご報告させていただきます。 

 別途配付いただきました、ファイル名が農林水産

課資料、８月災害進捗状況報告とある資料をご覧く

ださい。８月１３日未明から１５日明け方にかけて

の前線による大雨に係る災害復旧事業の進捗状況

でございます。 

 農地等の被害です。資料の表をご覧ください。区

分について少し説明させていただきます。補助災害

とあるのは、国の査定を受ける国庫負担がある事業

です。小災害は、起債を活用した単独事業というこ

とになります。被災報告をいただいた数は農地９件

と農業用施設１７件で、合わせて２６件です。この

うち、災害復旧事業の対象となるのが１１件という

ことになりました。 

 内訳です。まず、農地被害です。こちらは、田、

畑が対象となります。豊岡地域で補助災害４件です。

次に、農業用施設の被害です。こちらは、用水路、

排水路、ため池、農道などが対象となり、全て小災

害で、豊岡地域１件、竹野地域３件、日高地域１件、

但東地域２件で、合計７件となります。 

 進捗状況です。補助災害の国による災害査定が１

１月２９日に実施される予定となっており、その後、

順次工事発注を行うこととしております。小災害に

つきましては、７件のうち５件発注済みで、竹野地

域の２件が既に完成している状況です。いずれの工

事も年度内完成を目指しています。 

 報告は以上です。 

○委員長（岡本 昭治） 報告は終わりました。何か

ご質問等、質疑等ありましたら、お願いいたします。 

 松井委員。 

○委員（松井 正志） ２６件の災害報告のうち、１

１件が対象になったということなんですけど、その

残りの１５件はどんな状況で、どういうふうなこと

というよりも、自力でやるしかないのかどうか、そ

の辺を教えてください。 

○委員長（岡本 昭治） 井垣参事。 

○農林水産課参事（井垣 敬司） 災害復旧事業にの

らなかった事業につきましては、自力復旧された箇

所ももちろんありますし、ほかの市単の補助事業と

いうことで、５０％以内の補助があるんですけども、

そういうものを活用していただいて復旧される部

分、さらには、原材料などの支給を受けていただい

て、それも自力復旧の一つになろうかと思いますけ

ども、状況としてはそういった状況でございます。 

 失礼しました。あと、多面的機能支払交付金事業
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がございまして、こちらの共同活動なりで復旧され

るというところもございます。 

○委員長（岡本 昭治） いいですか。 

○委員（松井 正志） 分かりました。 

○委員長（岡本 昭治） はい、ありがとうございま

した。 

 そのほかございませんでしょうか。 

 それでは、ご質問ありませんので、（３）の個別

説明については終わらせていただきます。事務概要

並びに個別課題についての説明は以上で終わらせ

ていただきます。 

 当局職員の方は退席していただいて結構ですの

で、よろしくお願いいたします。ご苦労さまでした。 

〔当局退席〕 

○委員長（岡本 昭治） すみません、お疲れさまで

した。 

 それでは、（４）の委員会の運営方針について協

議をお願いしたいと思います。 

 本委員会の調査範囲は相当広く、委員会としては

調査内容を絞り、より効果的、効率的な成果を上げ

るため、重点調査事項を決めて、それに沿って進め

ていきたいと考えます。参考までに、別紙１ですね、

別紙１のところで当委員会の設置要綱、また、別紙

２のところで、本年度１０月までの重点調査事項を

配付させていただいてます。改めて今期の委員会重

点調査事項についてご協議をお願いいたします。 

 まずは、事務局のほうから説明をお願いいたしま

す。 

○事務局主査（伊藤八千代） 失礼します。本年１０

月までの重点調査項目を別紙２のほうにつけてお

ります。ご清覧いただきたいと思います。 

 まず、２０２１年度前期防災対策調査特別委員会

の重点調査項目としまして、９点ございます。まず

１点目、本庁・振興局の防災体制並びに庁内事業継

続計画（ＢＣＰ）について（コロナ対策を含む）が

まず１点目にあります。そして、２点目になります。

内水処理対策について、３点目、河川・土砂災害対

策（円山川緊急治水対策、危険度判定システム等）

です。そして、４点目になります。４点目が、地震・

津波対策についてでございます。５点目としまして、

高潮対策について、６点目、原子力事故災害対策に

ついて、７点目、雪害対策について、そして、８点

目です。自主防災組織について（コロナ対策を含む）、

最後に、９点目、市民（子供を含む）防災意識の向

上（コロナ対策を含む）の９点でございます。 

 ２０２１年度の後期重点項目について、前期の項

目を引き継いで取り組んでいくか、また、新たに新

しい項目を加えていただくかなどを本日ご協議を

お願いしたいと思います。 

 参考までに、別紙に前期の防災対策調査特別委員

会の活動実績を集約しております。そうですね、７

ページをご覧ください。こちらのほうに活動実績の

ほうの集約をしておりますので、こちらのほうもご

清覧をお願いしたいと思います。 

 簡単ですが、以上よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡本 昭治） まず１つ目に、別紙１の防

災対策調査特別委員会設置要綱の内容について、前

回とちょっと変わったところということで、確認を

お願いをしたいと思います。 

 ４番の付議事項の中の防災、減災及び感染症対策

等というのが今回新たに加わったということで。 

○委員（村岡 峰男） 今回というのは、この期に。 

○委員長（岡本 昭治） この期ですね。 

○委員（村岡 峰男） 前期ではなくて。 

○事務局主査（伊藤八千代） 付議事件で、今回、健

康福祉部が新たに加わりましたよね。その関係って

いうのが、この感染症対策等危機管理っていう部分

の付議事件があるということで、今回メンバーのほ

うの変更になりました。 

○委員（村岡 峰男） 今回。 

○事務局主査（伊藤八千代） はい、今回からです。 

○委員（村岡 峰男） 今回って、これですね。 

○委員長（岡本 昭治） この期からですね。 

○委員（村岡 峰男） ほいでも、重点項目の中には

何か所かコロナ対策が入ってるでしょう、前から。

前からコロナ対策入っとるけども、感染症対策とい

うのが今回入った。 

○事務局主査（伊藤八千代） はい。コロナ対策を含
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むっていうのが前期、２０２１年度の前期の中の委

員さんの話がありまして、感染症、コロナの関係も

災害だということで、コロナ対策を含むということ

を付け加えたらいいんじゃないかというお話があ

りまして、前期からの付け加えになります。 

○委員（村岡 峰男） これは入っておったけども、

その要綱の中には……。 

○事務局主査（伊藤八千代） 入ってなかったです。

で、今期から初めて入りました。 

○委員（村岡 峰男） なんちゅうこっちゃ。 

○委員長（岡本 昭治） それで、付議事件の中にも

入れましたので、今、村岡委員よりご指摘ありまし

た重点調査事項、この中のコロナ対策を含むってい

うのが３か所でしたかね、ありますので、これを１

つの項目として、表現はちょっとこれからまたご協

議いただいたら結構かと思いますけども、１０のと

ころに入れさせていただいたらどうかなというふ

うにちょっと案を持っておりますけども。 

 松井委員。 

○委員（松井 正志） 今、委員長言われたように、

設置要綱に新たな付議事件が入ったんで、その項目

を使って、１０に感染症対策についてぐらいを入れ

て、さらに感染症の中にコロナが含まれるので、１

番、８番、９番の括弧書きはもう削除してもいいん

じゃないかなと思います。 

○委員長（岡本 昭治） 今、副委員長のほうからご

提案がありましたですけども、これについてどうで

しょうか。よろしいですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） それでは、正式な項目とい

うことで、確認します、感染症対策等についてか何

かでいいんですかね。 

○委員（松井 正志） 等は何が入っとん、設置要綱

のほうは。 

○委員長（岡本 昭治） 設置要綱の……。 

○委員（村岡 峰男） コロナ等感染症対策について

のほうがええんちゃう。 

○委員（松井 正志） 感染症、コロナは感染症では

ないです。 

○委員長（岡本 昭治） インフルエンザとか、ほか

の感染症……。 

○委員（村岡 峰男） 鳥インフルエンザちゅうのも

あるから……（発言する者あり） 

○委員（村岡 峰男） だから、コロナは入れんでも

ええんかい、コロナ等とか、まあええか。 

○委員長（岡本 昭治） 感染症対策等についてで、

ざっとした内容ですけど、よろしいですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） 内容については、今、お話

がありましたように、新型コロナであったり、鳥イ

ンフルエンザで、ほかのまたものが……（発言する

者あり）出る可能性はありますけど、そういうよう

なことを対応していくということで、はい。 

 それでは、１０番に感染症対策等についてという

ことで、重点調査事項を追加させていただきたいと

思います。 

 それで、じゃあ、これについてはよろしいですか

ね。委員会の運営方針についてということで進めた

いと思います。 

 次に、委員の選出について、別紙３の報告もお願

いしたいと思います。 

○事務局主査（伊藤八千代） すみません、もう一つ

その前に、次回の委員会で何か協議をしたいような

ことがありましたら、もしこの場で決めていただけ

ればと思います、それか、後日でも結構ですけども。 

○委員（松井 正志） それはあれ、管内視察だとか、

何かの行政視察という……。 

○事務局主査（伊藤八千代） いや、管内視察でも行

政視察でも結構ですし、例えば当局のほうから何か

特別に聞きたいことがあれば、当局のほうに出向い

ていただいて、今日みたいな形で会議形式という形

もあると思います。 

○委員長（岡本 昭治） そうですね、タイミング的

には、いつぐらいになるんでしたっけ。ちょっとす

みません。 

○事務局主査（伊藤八千代） １２月の２０日過ぎだ

と思います。 

○委員長（岡本 昭治） ああ、２０日ぐらい、２０
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日前後……。 

○事務局主査（伊藤八千代） 管内視察も、ちょっと

寒い時期なんで、どうかなというふうに思ったりす

るんですが、結構管内視察、その頃は、例年は行っ

ている時期なんです。 

○委員長（岡本 昭治） 何かジャンパー着て、行っ

ておられたのを見たような……。２０２０年度は、

ああ、ここは課題について聞いて、視察先の検討を

したんですかね。（「次回でもいい」と呼ぶ者あり） 

○事務局主査（伊藤八千代） 次回でいいですか。 

○委員長（岡本 昭治） いいですか。 

○事務局主査（伊藤八千代） そしたら、また正副と

相談させていただいたりとかして、またお話しさせ

ていただきたいと思います。 

○委員長（岡本 昭治） すみません、そういうこと

でよろしくご了解のほうお願いいたします。 

 次の５の委員の選出について、別紙３です。１件

だけ、委員の議会改選役員等一覧表をお示しさせて

いただいてます。その中で、豊岡市の災害対策本部

出席者ということで、防災対策調査特別委員長が出

席するということになっておりますので、出さして

いただくということでご了解をいただきたいと思

います。よろしくお願いいたします。（発言する者

あり）ああ、そうですね、そうですね。全員、もう

ここで済んでしまう。そうですね。よろしくお願い

いたします。すみません。 

 それでは、その他ですかね。もうその他に入りま

すかね。その他のところで、皆さんのほうから何か

ございましたら、お願いいたしたいと思います。い

いですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（岡本 昭治） じゃあ、ないですね。 

 それでは、以上をもちまして本日の防災対策調査

特別委員会を終了いたします。ありがとうございま

した。 

午前１０時２０分閉会 

──────────────────── 


